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○職員等の旅費に関する規程

改正　平成22年３月30日社協規程第４号　

（趣旨）
第１条　この規程は、業務のために旅行する職員等に対して支給する旅費に関し、別に定めがある場合を除くほか、必要な事項を定めるものとする。
（定義）
第２条　この規程において「出張」とは、職員等が業務遂行のため一時その在勤する場所を離れて旅行することをいう。
（旅費の支給）
第３条　職員（臨時及び嘱託職員を含む。）が、旅行命令を受け出張した場合は、その者に対し、旅費を支給する。
２　職員以外の役員等が、旅行依頼を受け出張した場合は、その者に対し旅費を支給する。
（旅行命令等）
第４条　旅行は、会長又は会長から委任を受けた者（以下「旅行命令権者」という。）の発する旅行命令又は旅行依頼（以下「旅行命令等」という。）によって行わなければならない。
２　旅行命令権者は、電信、電話、郵便等の連絡手段によって、業務の円滑な遂行を図ることができない場合で、かつ、予算上旅費の支出が可能である場合に限り、旅行命令等を発することができる。
３　旅行命令権者は、旅行命令等を発し、又はこれを変更するときは、旅行命令書又は旅行依頼書に当該旅行に関する事項を記載し、これを当該旅行者に提示しなければならない。
（旅費交通費の種類）
第５条　旅費の種類は、鉄道賃、船賃、航空賃、車賃、日当及び宿泊料とする。
（鉄道賃）
第６条　鉄道賃は、鉄道旅行について路程に応じ支給するものとし、その額は、次に規定する旅費運賃、普通急行料金、特別急行料金及び座席指定料金とする。
(１)　その乗車に要する運賃
(２)　普通急行料金を徴する列車を運行する線路による旅行の場合（片道40キロメートル以上に限る。）には、普通急行料金
(３)　特別急行料金を徴する列車を運行する線路による旅行の場合（片道100キロメートル以上に限る。）には、特別急行料金
(４)　座席指定料金を徴する客車を運行する線路による旅行の場合（片道100キロメートル以上に限る。）には、座席指定料金
（船賃）
第７条　船賃は、水路旅行について、路程に応じ旅客運賃を支給する。ただし、旅客運賃の等級を２階級以上に区分する船舶による旅行の場合は、上級の運賃とする。
（車賃）
第８条　車賃は、陸路旅行について、路線バスを利用した場合において、その実費額を支給する。
（航空賃）
第９条　航空賃は、航空旅行について、その実費額を支給する。
（日当）
第10条　日当は、旅行中の日数に応じ、１日につき2,000円を支給する。ただし、福岡県内に旅行する場合には、日当は支給しない。
（宿泊料）
第11条　宿泊料は、旅行中の夜数に応じ、一夜当たり13,100円を上限に支給する。ただし、宿泊料の指定がある場合は、その金額とする。
（旅費の計算）
第12条　旅費は、最も経済的な通常の経路及び方法により旅行した場合の旅費により計算する。ただし、業務上の必要若しくは天災その他やむを得ない事情により最も経済的な通常の経路又は方法によって旅行し難い場合は、その現に利用した経路及び方法によって計算する。
（管内出張）
第13条　職員が福津市内、宗像市内又は古賀市内に出張する場合は、原則として公用車を使用するものとし、旅費は支給しない。
（研修旅費）
第14条　職員が、業務遂行上必要な研修、講習等を受ける場合の旅費の額及び支給方法は、会長が別に定める。
（補則）
第15条　この規程の施行に関し必要な事項は、会長が別に定める。
附　則
１　この規程は、平成19年４月１日から施行する。
２　旅費規程（昭和53年社協規程第５号）は廃止する。
　　　附　則（平成22年３月30日社協規程第４号）
この規程は、平成22年３月30日から施行し、平成21年４月１日から適用する。
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